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第 5 章においては、まず同時比較形オプトロニック A-D変換器の概要を述べ、次に試作した 2 進
Aせっ中つd
符号、交番 2 進符号および 4 要素10進符号を用いた 3 単位同時比較形オプトロニック A-D変換器の
概要と実験結果について述べ、さらに、本装置の動作を理論的に検討し、その設計理論を明らかにし
ている。
第 6 章においては まず比較器として用いた光駆動PNPN スイッチの熱、プレークオーバー電圧
および光入力との関係を考察し、次にサーモ・オプトロニック A-D変換器の構成原理とその基本動











に変換する方式について検討し、このよつな入力量を 2 進、交番 2 進、あるいは 10進符号などに変換
することができることを示している。また対数符号化なども光学的手法によって簡単に行なう構成に
ついて新しい提案を行なっている。さらに、光学的な手法によって回路構成を変更することなく、符
号化すべき温度範囲を任意に設定できるサーモ・オプトロニック A-D変換器は熱絶縁の問題も解
決している。
また、本方式の構成要素として 磁性薄膜のケル効果による光強度変調器を用いた多周波形A-D
変換器は、直接光を光符号出力に変換できる新しい形の通信用符号器を実現している。
以上の研究結果は通信あるいは計測用の符号器の分野の進歩に寄与するところが大きく、博士論文
として価値あるものと認める。
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